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律

唇弩隨
日 に新 た、 また 日 に新 た。甲 府一 高サ ッカ ー部 にし かで きない、「美 しいサ ッ カー」

を積 み重 ねていこう。それがクラーク師 の教えを引 き継 ぐ大先輩から託さ れた､現役サ ッ

カ ー部 への樺 （た す き） だっ た｡ヴァ ンフ ォーレ甲 府 の ルー ツをた ど れば、甲府 中学 ・

甲府一 高サ ッカー部 ＯＢ 会「鶴城 クラブ」に行 きつ くこ とは多 くの同窓生 が知 るところだ。

し かし昭和29 年の北海道国体 にお けるサ ッカー部の快 進撃 とな ると、こ れまで意外 にス

ポ ットが当たっ てお らず、知 る人 も少 ない。　しか もこの裏 には、 戦後最大級の大 惨事 と

なった洞爺 丸事故 との間 に、運命 を感じ させ るスト ーリー も存 在していた。

【取材／構成】 ジャーナリスト･小川　朗（昭和53年卒）



片
と

い
う
暴
風
と
猛
烈
な
波
浪
の
た

め
、
函

館
港
防
波
堤
灯
台
近
く
、
海
岸
ま
で
数
百

帽

の
と
こ
ろ

に
停
泊
。
寝
台
車
と
貨
物
車
を
積

ん
で

い
て
重
心

が
高
く
な

っ
て

い
た
こ
と
も

災

い
し
、
４
時
間
後

に
転
覆
し
、
乗
客
乗
員
1
3
3
7

名
の
う
ち
1
1
5
5

名
の
死

者
・

行
方
不
明
者

を
出

す
大

惨
事

と
な

っ
た
。

も
し
Ｉ
回

戦
敗
退

な
ら
、
一
高
イ

レ
ブ
ン

も
こ
の
洞

爺
丸
に
乗
る
筈
だ
っ
た
。
あ
る
意

味

、
彼
ら
は
実
力

で
自
ら
の
ピ
ン
チ
を
遠
ざ

け
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
。

5月4日の柏レイソル戦､前半12 分ごろ､ヴァンフォーレサイドでの攻防シーン【写真提供 ヴァンフォーレ甲府】

５

洞
爺
丸
事
故
を
一
回
戦
振
唇

回
漑

昭
和
2
9年

（
1
9
5
4

年
）
は
鶴
城

ク
ラ

ブ
の
後
輩
た
ち
、
甲
府

コ
局
イ
レ
ブ
ン
が
最

も
輝

い
た
年

だ
っ
た
。
時
間
軸
で

と
ら
え
る

と
、
昭
和
2
0年
の

終
戦

か
ら
わ

ず
か
９
年
後

で

あ
り
、
前
回

の
東
京
五
輪

か
ら
1
0年

前
と

い
う
こ

と
に
な
る
。

こ

の
年

の
秋
季
国
民

体
育
大
会

は
、
北
の

大
地

が
舞
台

だ
っ
た
。
当
時
の
交
通
事
情
は
、

羽
田
－

千

歳
が
空
路
１

時
間
半
、
青
函

ト
ン

ネ

ル
を
使
用

し
て
の
北

海
道
新
幹
線
の
開
通

で
東

京
－

札

幌
間

の

時
速
２

６

０

キ

ロ
運

転
、
４

時
間
4
3分

の
声
も
出

る
現

在
と

は
、

遥

か
に
隔
た
り
が
あ
る
。

一
高
イ

レ
ブ
ン
は
ま
ず
東
京
に
中
央

本
線

で
出
て
、Ｌ

野

か
ら
東
北
本
線

で
青
森
ま

で
。

津
軽
海
峡
を
青
函
連
絡
船
で
渡
り
、
函
館
か

ら
札
幌
に
た
ど
り
つ
く
。
実
に
3
4時
間
の
長

旅
で

あ
っ
た
。
チ
ー
ム
の
特
徴

は
全

員
攻
撃
・

全
員
守
備
。
一
高
サ
ッ
カ

ー
が
県
大
会
を
鮮

や
か

に
勝
ち
Ｌ

が
り
、
北
海
道
で
の
国
体

に

コ

マ
を
進

め
た
。
全
員

が
攻
め
卜

が
り
、
全

員

で
守

る
。
言

葉
で
言

う
の
は
簡

単
だ

が
、

そ
れ
は
フ

ル
タ
イ
ム
走
り

っ
ぱ
な
し
の
サ
ッ

カ
ー
と
イ
コ

ー
ル
だ

。
当
然
、
敵

を
上
回

る

ス
ピ
ー
ド
と
体
力

が
必
要
で

あ
っ
た

。
そ

れ

に
技
術
と
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
加
わ
り
、
甲

府

一
高
サ
ッ
カ
ー
部
の

レ
ベ
ル
は
飛
躍
的
に
上

が
っ
た
。

そ
の

プ
レ
ー

ス
タ
イ

ル
は
、
全
国
の
強
豪

た
ち
に
も
脅
威
だ
っ
た
。

あ
れ
よ
あ
れ
よ
と

勝
ち

あ
が
り
、
決
勝
の
刈
谷
高

に
こ
そ
敗

れ

た
も
の
の
、
堂

々
の
準
優
勝
を
飾
っ
た
。

こ

の

裏
で
、
命

運

を

分

け
た

ド

ラ

マ

が

あ
っ
た
。
実
は
甲
府

コ
局
イ
レ
ブ
ン
が
、

も

し
も
Ｉ
回
戦
で
負
け
て

い
た
ら
－

９
月
2
6

日
の
青
函
連
絡
船
へ
の
乗
船

が
決
ま

っ
て

い

た
と

い
う

。

国

民

体
育

大

会

の
秋

季

大

会

は
、
台

風

シ
ー
ズ
ン
の
真

っ
た

だ
中

に
行
わ

れ
る
の

は

ご
存
知
の
通
り

。

昭
和
2
9年
９
月
2
6日
。
そ
の
日
、

津
軽
海

峡

は
ま
さ
し

く
、
大
荒

れ
の
天

候
で

あ
っ
た
。

未
明

に
九
州

へ
と
上

陸
し

た
台

風
1
5号
は
1
1
0

キ
ロ
の
速
度
で
日
本
列

島
を
北
上

。
1
7

時
前
後
に
津
軽
海
峡

を
通
過

す
る
と
み
ら
れ

て
い
た
。

風
が
収

ま
っ
た
た
め
天

候
が
回
復
す
る
と

し
た
船
長
の
判
断
も
あ
り
、
1
8時
3
8分
出
港

。

し

か
し

こ
の
後
急

速

に
天

候
は
悪

化
し

た
。

南
西
か
ら
の
平
均
4
0片
、
最
大
瞬
間
風
速
5
0



1
1
1
1

山
梨

代

表

は

甲

府

一

高
Ｏ

Ｂ

で

編

成

し

た

鶴

城

ク
ラ

ブ

を

主

体

に

日
川

高
Ｏ

Ｂ

ら

を

補

強

し

た

「
全

甲

府

」
。
こ

の

チ

ー

ム

も

ま

た

強

か

っ

た

。
堂

々

の

ベ

ス
ト

４

進

出

を
果

た

し

、

３

位

決

定

戦

は

日

本

テ

レ

ビ

で

全
国

放
送

さ

れ

、

強

さ

を

ア

ピ

ー

ル
し

た

。

し

か

し
3
7
年

ご
ろ

、

シ
ョ

ッ

キ

ン

グ

な

事

件

が
起

き

る

。

鶴
城

ク

ラ

ブ

が

在
日

朝
鮮

人

チ

ー

ム
と

交

歓

試

合

を
行

っ
た

の

だ

が

、
０

－

５

の
完

敗

。

当

時

県

内

ナ

ン

バ

ー

ワ

ン

の

鶴

城

ク

ラ

ブ

が
こ

の
有

様

で

は

、
と

危

機

感

が
強

ま

っ
た

。

中

で

も

こ

の
現

実

を
深

刻

に

と

ら

え

て

い
た

の

が
の

ち

の

県

サ

ッ

カ

ー
協

会

会

長

で

も

あ

る
前

出

の

川

手

と

、

最

後

の

甲

府

ク
ラ

ブ
会

長

と

な

る

鈴

木

受

だ

っ
た

。

二

人

は

本

格

的

に

選

抜

チ

ー

ム

の

編

成

に

動

き

出

し

た

。

鈴

木

は

甲

府

一

高

Ｏ

Ｂ

の

岩

田

利

男
（
山

梨

大

）
福

島

久

雄

、
浅

井

和

夫
（

と

も

に

明

大

）

中

村

信

雄

（

立

大

）

の

ほ

か
、

日
川

、

甲

府

商
Ｏ

Ｂ

な

ど
県

内

ト

ッ

プ

レ

ベ

ル
の

若

手

を

揃

え

、

つ

い

に

甲

府

ク

ラ

ブ

の

原

型

が
出

来

上

が

っ
て

い

く

。

昭
和
3
9（
1
9
6
4

）
年
。
東
京

オ
リ
ン

ピ
ッ

ク
が
開
催

さ
れ

る
。
日
本
は

ド
イ
ツ
か

ら
招

い
た

デ
ッ
ド

マ
ー

ル

ー
ク
ラ

マ
ー
氏
に

よ
っ
て
劇
的
に
生
ま
れ
変
わ

る
。
強
豪
ア

ル

ゼ
ン

チ

ン
を

破

る
快

挙

は
、
世

界

の

サ

ッ

カ
ー
界
に
衝
撃

を
与
え
た
。

こ

の

時
の

日
本

代

表
の

守
護

神

は

保
坂

司
。
甲
府
一
高

か
ら
明
治
大
、

さ
ら

に
古
河

電
工

（
現
シ

ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
千
葉
）
の

ゴ
ー
ル
マ
ウ
ス
を
守

っ
て

い
た
。
当
時
の
古

河
は
後
の
日
本
サ
ッ
カ
ー
界
を
リ
ー
ド
す

る

強
豪

ク
ラ

ブ
。

グ
ラ

マ
ー
イ

ズ
ム
を
注
入

さ

れ
た
保
坂
の
守
備
は
、
ま

さ
に
「
最
後

の
砦
」

と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
だ
っ
た
。

し
か
し
保
坂
は
ソ
連
と
の
試
合

で
相
手
Ｆ

Ｗ

と
接

触
、
地
面

に
倒
れ
込
ん
だ
際
、
右

手

首
を
複

雑
骨
折
す

る
悲
劇

に
見
舞
わ

れ

る
。

そ
れ
で
も
右
手

首
が
固

定
さ
れ
た
ま

ま
動

か

な
い
（

ン

デ
ィ
を
猛

練
習
に
よ
り
克

服
。
代

表
の
正
Ｇ
Ｋ
の

座
こ

そ
譲

る
こ

と
に
な
っ
た

【写真提供 ヴァンフォーレ甲府】

ヴ
ア
ン
フ
オ
ー
レ
甲
府

誕
生
へ
の
軌
跡

ＪＩ

“
’・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蹴
球
部
が
で
き
、
昭
和
初
期
ま

で
に
甲
府
中
、

ニ
ー
こ
Ｉ・
ｊ
’

韮
崎

中
、
日
川

中
、
甲
府
商
業

な
ど
も
創
部

す
る
。
こ
の
頃

か
ら
サ
ッ
カ
ー
県
・
山
梨
の
評

ヴ
ァ

ン
フ

ォ
ー
レ
甲
府
の
前
身
で

あ
る
甲

府
サ
ッ
カ

ー
ク
ラ

ブ
誕
生
の
機
運
は
、
こ
の

洞
爺
丸
事
故
の
半
年
前
に
盛
り
上

が
っ
て

い

た
。
昭
和
2
9（
1
9
5
4

）
年
５
月
、
第
3
4

回
日
本

サ
ッ

カ
ー
選

手
権
大
会

（
天

皇
杯

）

が
地
元

で
開
催
さ
れ
た
か
ら
だ
。
場
所
は
現

在
の
山
梨

県
立

大
学
が
あ
る
「
県
営
飯
田

町

総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
」

だ
っ
た
。

実

は
こ

の
大
会

、
山
梨

の
み
な
ら
ず
、
日

本

の
サ
ッ
カ
ー
界

に
も
一
大

エ
ポ
ッ
ク
だ
っ

た
。
県
協
会

の
誘

致
活
動

が
実

り
、
天
皇
杯

が
初

め
て
東
京
以
外

の
場
所
で
開
催

さ
れ
る

こ

と

に

も
な

っ

た

か
ら

だ
。
こ

れ
は

日
本

サ
ッ

カ
ー
協
会

が
山
梨

を
「
サ

ッ
カ
ー
の
盛

ん
な
地
域
」
で

あ
る
こ
と

を
、
認

め
た
証
明

で
も

あ
っ
た
。

こ
こ
で
少
し
、
山
梨
県
に

お
け

る
「
サ
ッ

カ
ー
元

年
」
に
も
触
れ
て

お
か
ね

ば
な

る
ま

い
。
そ

れ
か
ら
さ
ら
に
4
1年
遡

る
大
正
２
年
、

山
梨
大
学
の
前
身
で
あ
る
山
梨
師
範
学
校
に

価

は
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。

時
計

を
昭

和
2
9年
に
戻

そ
う
。
決
勝
は
サ

ン
フ
レ
ッ
チ

エ
広
島
の
前
身

で
あ
る
東

洋
工

業

を
、

慶
庖
Ｂ
Ｒ
Ｂ

が
破
っ
て
優

勝
を
飾
っ

て

い
る
。
こ

の
天

皇
杯

を
観
戦
し

て
い
た
の

が
、
後

に
甲

府
ク
ラ
ブ
を
創
設
す

る
こ

と
と

な

る
川

手
良
萬

（
よ

し

か
ず
）
。
母

校
の
甲

府
中
学

（
現
甲
府
一
高
）
蹴
球
部
Ｏ
Ｂ

ら
と

旧
交
を
復
活

さ
せ
た
。

翌
3
0（
1
9
5
5

）
年
。
愛
知
以
東
の
東

日

本

ナ
ン

バ
ー

ワ
ン

を
決

め

る
「
東
日

本

サ
ッ
カ
ー
大
会
」
で
韮
崎
、
日
川
、
甲
府
工

業
が
Ｉ

・
２
・
３

フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
。
県
の
体

育
協
会

が
中
心
と
な
り
「
サ
ッ
カ
ー
を
山
梨

の
県
技
に
」

と
い
う
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
生
ま

れ
て
く
る
。
そ
の
中
心
に
は
野
口
二
郎

山
梨

日

日
新

聞
社
社
長

、
川
手

の
顔

も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
大

き
な
盛
り
上

が
り
を
見
せ

る
の

が
翌
3
1（
1
9
5
6

）
年
。
全
国
都
市
対
抗

大
会

が
東
京
・
後
楽
園
球
場
で
開
催
さ
れ
る
。



も

の

の

、

現

役

を

続

行

す

る

。

一

方

、

グ
ラ

マ
ー

の

サ

ッ

カ

ー
は

次

の

メ

キ

シ
コ

五

輪

で

銅

メ

ダ

ル

と

い

う

快

挙

と

な

っ

て

結

実

す

る
。

３

位

決

定

戦

は

地

元

メ

キ

シ
コ

を

破

る

と

い
う

、

実

力

を
証

明

す

る

勝

ち

っ

ぷ
り

だ

っ
た

の

は

、

サ

ッ

カ

ー

フ
ァ

ン

な

ら

ご
存

知

の

通

り

だ

。

そ

の

流

れ
を

作

っ
た

の

も

、

東

京
五

輪

の

翌

年

、

昭

和
4
0
（
1
9
6
5

）

年

に
産

声

を

上

げ

た

日

本

サ

ッ
カ

ー
リ

ー
グ

だ

。

保

坂

の

属

す

る
古

河

を

は
じ

め
東

洋

工

業

ご

二
菱

重

工

、
八

幡

製

鉄

、
豊

田

自

動

織

機

、
日

立

本

社

、

ヤ
ン

マ

ー
、
名

古

屋

相
互

銀
行

の
８

チ

ー

ム

。

時

を
同

じ
く

し

て

、

甲

府

ク

ラ

ブ
も

誕

生

す

る
。

教

員

、
公

務

員

、
会

社

員

、
住

職

、
板

前

、

洋

服

店

経

営

者

ま

で

い

る

多

彩

な

顔

触

れ

。

甲

斐

の

野

武

士

集

団

は

翌
4
1
（
1
9
6
6

）

年

、

日

本

リ

ー

グ

へ

の
登

竜

門

で

あ

る
関

東

リ

ー
グ

加

入

を
目

指

し

、

予

選

を
戦

う
こ

と

と

な

る
。

川

手

は
甲

府

中

か

ら
山

梨

工

専

（
現

山

梨

大

工

学

部

）

と

進

ん

だ

あ
と

、

建

設

会

社

を

営

ん
で

お

り
、

持

て

る
私

財

を
甲

府

ク

ラ

ブ

に
注

ぎ
込

ん

だ
。

遠

征

費

や
ユ

ニ

ホ

ー

ム

な

ど
の

経

費

の
ほ

か
、

移

動

に
も

会

社

の

マ

イ

ク

ロ

バ

ス

を
提

供

す

る
サ

ポ

ー
ト

ぶ

り

だ

っ

た

。常

に
行

動

を
共

に

す

る

イ

レ

ブ

ン

の
結

束

は
強

く
、

関
東
リ

ー
グ
の
予
選
４
試
合

は
全

勝
で
突
破

。
晴

れ
て

関
東
リ

ー
ー
グ
入

り
を
果

た
し

た
。

昭
和
4
2（
1
9
6
7

）
年
、
甲
府

ク
ラ
ブ

の
監

督
兼

選
手

の

座

に
就

い
た

の

が
保
坂

司

。

グ
ラ

マ
ー
氏

か
ら
直
接
薫

陶
を
受
け
た

保
坂

の

指
導

の

も

と
「
全

日

本

並
み

の

ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
だ
」

こ
と
で
、
こ
の
後

続
く
黄
金

時
代

の
基
礎
が
築
か
れ
た
。

第
７
回

リ
ー
グ
ま
で
、
８

・
５

・
３
位

と

順

位

を
上

げ
て

い
き
、
こ

の

問
３

度

１

部

リ
ー
グ
へ
の
挑
戦
権
を
つ
か
ん
だ
が
、
そ
の

壁
は
厚
く
跳
ね

返
さ
れ
た
。

だ
が
昭

和
6
0（
1
9
6
5

）
年
、
チ
ャ
ン

ス
が
来
る
。
翌

年
に
控
え
た
「

か
い
じ
国
体
」

の
強
化
が
表
れ
リ
ー
グ
４

位
に
浮
上

。
入
れ

替
え
戦
ま
で
あ
と
Ｉ

歩
の
と
こ
ろ
ま
で
行

っ

た
。
こ
う
し
た
甲
府

ク
ラ

ブ
Ｏ
Ｂ

が
、
サ
ッ

カ
ー
指
導

者
と
し
て
県
内
に
散
ら

ば
り
、
山

梨
の
サ
ッ
カ
ー
を
支
え
て

い
っ
た
。
1
7回
に

及

ぶ
日

本
リ

ー
グ

の
歴

史

の
中

で
、
１

部

リ
ー
グ
昇
格
の
悲
願

は
つ

い
に
達
成
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
「
在
籍
リ
ー
グ

か
ら
陥
落
し
た
ら

ク
ラ

ブ
解
散
」
と

い
う
十

字
架
を
創
設
時
か
ら
背
負

い
、
ア

マ
チ
ュ
ア

リ

ズ
ム
を
貫
き
な
が
ら
存
続
の
危
機
を
何
度

も
切

り
抜

け

た
「
赤

と
白

の
Ｆ
Ｃ
Ｋ
（
甲

府

ク
ラ

ブ
）
」
の
伝
統

が
絶
え

る
こ

と
は
な
い
。

そ
の
熱
き

ス
ピ
リ
ッ

ツ
は

プ
ロ
化
へ
と
舵
を

切

っ

た
「
赤

と
青

の
Ｖ

Ｆ

Ｋ
（

ヴ
ァ

ン

フ

ォ
ー

レ
甲

府

）
」
へ

と

、
確
実

に
連

な

っ

て

い

っ

た

。

そ

れ

は
Ｊ

Ｆ

Ｌ

か

ら
Ｊ

リ

ー
グ

の

間

で

降

格

と

昇

格

を

繰

り

返

し

な

が
ら

、

戦

い
続

け

て

き

た

不

屈

の

精

神

に
現

れ
て

い

る
。

甲

府

を
見

守

り
続

け

る
サ

ポ

ー

タ

ー
な

ら

、

誰

も

が
感

じ

て

い

る
こ

と

だ

ろ

う

。

《
参
考
文

献
》

▽
「
甲
府

サ
ッ

カ

ー
ク
ラ

ブ
　

ヴ
ァ

ン

フ

ォ

ー

レ

甲

府
　

創

立
5
0年

の

歩

み
」
（
平

成
2
7年
　

ヴ
ァ

ン
フ

ォ

ー

レ
山
梨

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
　
Ｆ
Ｃ
Ｋ

甲
府
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
）

▽
「
情
熱
１
・
青
春

譜
　

サ
ッ

カ

ー
甲

府

ク
2
5年
」

（
山
梨

日
日

新

聞
　

平
成
２

年
２

月

2
7日
～
３

月
1
6日

付
）

▽
「
甲

府
ク

ラ

ブ
か

ら
Ｖ

甲
府
へ
　

半

世

紀
の

物
語
」

（
山
梨

日
日

新

聞
　

平
成
2
7年
４

月

６

日
～
1
0月
６
日
付
）
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1日噺:鍾滅 別高 談鳶

司 氏

Ｏ年痢
卜出 席者(写真左から)＝サッカー部顧問･内藤秀俊教諭､ 谷本浩基君、

窪田 凌士君､長沼拓実君(主将)､保 坂司氏( 昭和30 年卒)､小林モナさ ん、

久 慈有梨愛さんO(司会＝小川 朗･昭和53 年卒)

Ｉ

Ｉ

・

－

本
日

は
お

集
り

い
た

だ
き

あ
り

が
と

う

ご

ざ
い

ま
す

。み

な
さ

ん

、
保

坂
先

輩

の
こ

と

は

、

し
つ
か
り
勉

強
し
て

き
ま
し
た
ね
？

サ
ッ
カ
ー

部
　

八
、ハ

イ

…
（

一
同

、
ち
ょ
つ
と

自
信

な
さ
そ
う
）
。

－

ま

ず

は
先

輩

か
ら

、
北
海

道

国

体

準

優
勝

当
時
の
こ

と
を

う
か

が
う
こ
と

に
し
ま
し
ょ
う

。

保
坂
先

輩

、お

願
い
い
た
し
ま

す
。

・

保

坂
　

当

時

は
1
2
人

し

か
い
な
か
っ
た

。
「

甲

府

一

高

と

言

っ
た

ら
１

回

戦

ボ

ー
イ

」
な

ん
て

新

聞

に

書

か
れ
た

の
が
奮

起
の

き
っ
か
け
で
し

た
ね

。
１

年

生

か
ら

サ
ッ
カ

ー
や
っ
て

た
の

は
３

人

し
か
い
な

い
寄

せ

集

め
チ

ー
ム
。
そ

れ
で

み
ん

な
で

話

し

合

っ
て
「

今

更

戦

術

な

ん
か
や
っ
て

も

身

に
つ
か

な
い
。
み

ん
な

で
攻

め
て

、
み

ん

な
で

守

る

サ
ッ
カ

ー

を
し

よ

う

」
と

な
っ

た

。
ボ
ー
ル
を

取
っ
た
ら

前

に
３

人

出

ろ
、
と

。
そ

し
て

い
つ
で
も

横

に
入

り

、
前

に
出

る
よ

う
に
し
ろ
と

。

そ
の

年

は
北

海

道

の

国

体

だ
っ
た

た
め

に
例

年

よ

り
開

催

日

程

が
早

ま
っ
た
の

も

幸

運

だ
っ
た

。
韮

崎

の
チ

ー
ム
が
ま

だ

出

来

上

が
っ
て
い
な
い
う

ち

に
１

対

Ｏ
で

勝
っ
て
波

に
乗
っ
た

。
無

欲
で

が
む
し

や
ら
に
戦
っ

て
い
る

う
ち

に
関

東

大

会

も

勝

ち
上

が
っ
て

、
国

体

に

行

け
た

。
勝

ち

上

が
っ
て
い
く

う
ち

に
マ
ス
コ
ミ

も

騒

ぎ

出

し
て
「

あ
ん

な

戦

術

が

あ
る
の
か
」
と

話

題

に
な
り

ま

し

た

。
た

だ

、
決

勝

の

相

手

が
刈

谷
（
愛

知

）
で

、

駆

け
つ
け

た

先

輩

た

ち

か
ら
「

刈

谷

な

ら
こ

れ
ま

で

負

け
た

こ
と

な

い
か

ら
、
い
け
る

ぞ

」
と

言

わ

れ
て

そ

れ
ま

で

無

欲

で

来

た

の

に
「

勝

て

る

ん

じ

や
な

い

か
？

」
と
タ
ガ
が
ゆ
る
ん
じ

や
っ
た

。

そ

れ

が
敗

因

の
ひ

と

つ
で
し

た

ね

。
で

も

北

海

道

の

準

優

勝

の
前

に
広

島

国

体

で
も
３

位

に
な
っ
て
い

ま

し

た
か
ら

、
大

学

に
進

ん

で
も
「

甲

府

一

高

侮

り

が
た
し

」
と
い
う
評

判

は
生

き

て
い
ま
し

た

。

で

、
私

が
（

明

治

）
大

学
４

年

の

時
に
、
ド
イ
ツ
か
ら

デ
ト
マ
ー
ル
ー
ク
ラ
マ
ー
さ
ん

を
日

本

サ
ッ
カ

ー
協

会

が

招

い
て

、
今

ま
で
に
な

か
っ
た
サ
ッ
カ
ー

が
入
っ
て

き

た

わ

け
で
す

。
で
、
グ
ラ
マ
ー
さ
ん
が
「
日

本

の
サ
ッ
カ

ー
は

武

士

道

だ

け

だ
っ
た
け

ど

、
こ
れ

か
ら

は

文

化

を

作

ら

な
け
れ
ば

。
そ
の
た

め
に
は
リ
ヒ

グ
を
作

る
べ
き
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
た

。
で

、
サ
ッ
カ

ー
に
リ

ー
グ

方

式

を
取

り

入

れ

た
こ
と

で

野

球

、
バ
レ
ー
な

ど

に
も

広

が
っ
た

ん

で
す

。
グ
ラ
マ
ー

さ
ん
の

も

う
ひ
と
つ
の

言

葉

に
「
サ
ッ
カ
ー

は

人

生

の

縮

図

だ

よ

」
と

い
う
の

が

あ

る

。
確

か
に

サ
ッ
カ
ー
も

人

生

も

瞬

間

的

に
変

わ
っ
て
い
く

。
そ

れ

に
素

早

く

対

応

し
て

い
く
こ

と

が
大

事

だ

な

、
と

私

も
8
0
近

く
な
っ
て
よ

く

分

か
る
。
サ
ッ
カ

ー
は
人

生
に

も

役

立
っ
た

。

練

習

は

今

日
の

課

題

を
こ
な

し
て
い
け
ば
い
い
と
い

う

も

の

じ
ゃ
な

い
。
コ
ー
チ
や

指

導

者

が
パ
ス
を
し

て

シ
ュ
ー
ト

す

る
と
い
う

課

題

を
出

し

て

き
た

と

す

る
。

ボ
ー
ル
が
再

度

入

っ
て

き

た
ら

、
ト
ラ
ッ
プ
す

る
の

か
、

ダ

イ
レ
ク
ト

で
シ
ュ
ー

ト
す

る
の
か

、
ダ

イ
ビ
ン
グ

す

る

の

か
、
瞬

間

的

に
判

断

し
な

く
ち

ゃ
い
け
な

い
。
ボ
ー
ル

が
来

て
か
ら

じ
ゃ
遅

い
。
習

慣

的

な

能

力

を

我

々
は

感

性

と

呼

ん
で
い
る
。
そ

の
感

性

を

磨

く

た

め
に
練

習

す

る

。
ト
ラ
ッ
ピ
ン
グ
な

ん
て
の

は
基

本

。

そ

れ
を
い
か
に
応

用

す

る
の
か
が
感

性

。（
英

）
プ
レ

ミ
ア
（

リ

ー

グ

）
で

優

勝

し

た

岡

崎
（

慎

司

日
レ
ス

タ
士

も

そ

う

。
無

意

識

の

う
ち

に
瞬

間

的

に
判

断

し
て

プ
レ
ー
で

き

る
か
ら

決

ま

る
。
頭

で

考

え
て
い
た

ら

、
キ

ー
パ
ー
や

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
読

ま

れ
ち

ゃ
う

。
ゴ
ー

ル
前

で
そ

の
時

の

状

況

に
応

じ
て
、
瞬

間

的

に
プ
レ
ー

で

き

る
よ

う
に
し

な
く
ち

や
い
け
な
い
。

あ

あ
い
う

感

性

を
磨

か
な

く

ち
や
い
け
な
い
。
練

習

と
い
う
の
は

準

備

。
積

み
重

ね
て
い
く
と

、
自

分
の
ス

タ
イ
ル
が
出

て

く

る

。
３

対

３

で

や
る

に
し

て

も

、
練

習

の

た
め

の

練

習

に
な
っ
ち

や
い
け

な
い
。
私

の

ポ
ジ

シ
ョ
ン
の

キ

ー
パ
ー

な

ん
て

、
誰

も

教

え

ち

や
く

れ

な

い
。
お
手

本

は

一

人

か
二

人

し

か
い
な
か
っ
た

。
ゴ
ー
ル

の

裏

で

、
ず
っ
と

見

て
学

ん
で
い
た

。
準

備

の
な

い
試

合

、
準

備
の

な
い
選

手

は

必
要

な
い
。
準

備

が
で
き
て

い
る
選

手

が
い
る
チ
ー
ム
は
強

い
。
そ

れ
で
チ
ー
ム
の

勝

ち

負

け
は
決

ま

る
。

だ
か
ら

練

習

は

大

事

。
辛

い
練

習
し

な
い
と

。
１
２

０

％

、「

苦

し

い
、
限

界

だ

」
つ
て
い
う

と
こ

ろ
ま

で

極

め
て
い
っ
て
、
そ

う
い
う
感

性

が
出

て
く

る
。
そ

れ
で
試

合

で
は
、
実

力

の
7
0
％

を
発

揮

で

き
る
か
っ
て
い
う
と

こ
ろ

な
ん
で

す
よ

。
だ

か
ら
１
２
０

％
ま

で
積

み

上

げ

て
い
か
な

き
や
い
け
な
い
。

君

た
ち

は
こ
れ
か
ら
３

大

会

。
聞

い
た
通

り

や
っ
て

み

れ

ば

、
今

か
ら

や
っ
て

十

分

間

に

合

う

よ

。
他

の

チ

ー
ム
よ

り
気

合

は

入

っ
て

る
ん
だ

か
ら

。
今

日

聞

い

た
こ
と
を

や
れ
れ

ば
。

大

学
で

キ
ャ
プ
テ
ン
や
っ
て

た
時

に
、
後

輩

に
い
つ
も

言
っ
て

た
の
が
「

私
の

母

校

に
は
日

新

鍾

と
い
う
鐘

が

あ
る

。
こ

れ
は
昔

か
ら

伝

わ
っ
て
い
る
。
ク
ラ

ー
ク
博

士

も
『
ボ
ー
イ
ズ

ー
ビ
ー

ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
』
と
い
う

言

葉

を

残

し
て

く

れ

た

。
日

新

と
い
う

の
は
「
日

に
新

た
」
と

書

く

。
今

日
や
っ
た
こ
と

を
土

台

に
し

て

、
今

日

は
何

を
す

べ
き
か

、
と

考

え
て

翌

日

も

新

た
に
努

力

を

積

み

重

ね
て
い
く

。
そ

れ

を
私

は

誇

り
に
思
っ
て
い
る
と

、

よ

く

言
い
ま

し

た
。

そ
の

精

神

は
、
私

の
人

生

、
今

の
社

会

生

活

に
も

生

か
さ

れ
て
い
る
。
と

も

あ
れ

、
自

信

を
持

て

や

。
一

●



高

は
日

新

だ

ぞ

、
と
。

・

長

沼
　

先

ほ

ど
当

時

の
サ
ッ
カ

ー
の

基

盤

が
Ｆ
Ｗ

は
攻

め
る

も
ん

だ
、
Ｄ
Ｆ
は

守

る
も

ん
だ

、
と
い
う

サ
ッ

カ

ー
か
ら

全

員

サ
ッ
カ

ー
に
切

り

替

え

た

話

が
あ

り

ま

し
た

が
、
新

し

い
こ
と

を

や
る
と

き

の
チ
ー

ム
の

雰

囲

気
っ
て
い
う
の
は

ど
う

だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う

か
。
ど

う

意

識

を

統

一

さ
せ
て
い
っ
た

ん
で
し
ょ
う

か
。

・

保

坂
　

そ

れ
は

も

う

、
皆

で

決

め

た
こ

と

だ

か

ら

。
コ
ー
チ

と

か

、
上

か
ら

言

わ

れ
た

話

じ

ゃ
な
い
か

ど

う
や
っ
た

ら
ボ
ー
ル
を

回

せ
る
か
、
ど

う

や
っ
た

ら

相

手

よ
り

シ
ュ
ー
ト

を

１

本

で

も

多

く

打

て
る

か
を

考

え
た

。
Ｆ

Ｗ

は
個

人

技

に
入

る
と
Ｄ

Ｆ

に
阻

ま

れ

る

。
１
つ
の

ボ
ー
ル
に
対

し
３

人

は
い
る
よ

う
に
す

る

。

さ
ら
に
そ

の
周

り
に

、
４

人

が
い
る
よ

う
に
す

る

。
こ

れ

だ
け
な

ん
で

す
。
あ
と

キ

ー
パ
ー
は
Ｉ

対

Ｉ

だ
と

も

う

八

方

破

れ

。
で

も

一

人

Ｄ

Ｆ

が
来

て

ゴ
ー
ル
の
半

分

を

消

し
て

く

れ

れ
ば

、
こ

ち

ら
は

半

分

に
集

中

で

き

る

。
そ

う

い
う
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を

み
ん

な
で

考

え
て

い
く
こ

と
が
大

事

。

・

長

沼
　

今

は
い
ろ
ん
な

情

報

が
あ
り
ま

す

。

・

保

坂
　

そ

れ
に
惑

わ

さ
れ

す

ぎ

ち
ゃ
ダ
メ

。
閃

い

た

ら

瞬

間

的

に
行

動

に
移

せ
る

か

。
ワ
イ

パ
ー
で
い
い

か
ら

動

け
と

。
立

ち

止

ま
っ
て

ど
う

し
よ

う

ど
う

し
よ

う
じ
ゃ
困

る

。
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
ら

足

を

止

め
る

な
よ

。

動

く

こ
と

に
よ
っ
て

全

員

攻

撃

が
始

ま

る

よ

と

。
勣

か
な
ん
で

、
頭

だ

け
で
考

え
て
る
ん

じ
ゃ
ダ
メ
。
キ
ャ
プ

テ
ン
は
み
ん

な

に
「

足

は

止

め

る
な

よ

」
と

常

に
言

わ

な
き

や
。

・

窪

田
　

ド
イ

ツ
の
コ
ー
チ
が
来

て
、
い
ろ
い
ろ
と

教

わ
っ
た

と

い
う
お

話

が

あ
り

ま

し

た

が
、
日

本

の
サ
ッ

カ
ー
と

の

一
番

の

違

い
は
何

で
し
た

か
？

・

保

坂
　

そ

れ

は
ね

、
や
っ
ぱ
り
体

の

使

い
方

が
違
っ

た
。
体

を
入

れ
る
と

か
、
ぶ
つ
け
る
と

か
。
そ

う
い
う

動

き
を

、
日

本

選

手

も

よ
う

や
く
で

き

る
よ
う

に
な
っ
て

き
た

。
ブ
ラ
ジ
ル
な

ん
か
で
は

道

路

で
や

る
サ
ッ
カ

ー
で

体

を

使

っ
て

る
。
ボ
ー
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
日

本

選

手

は

も

う
で
き
て
い
る
け
ど

。

・

窪

田
　

そ

れ

が
で

き

る
よ

う

に
な

る
に
は

、
試

合

を

意

識

し

た

練

習

を

す

る
こ

と
で

リ
ア
リ

テ
ィ
が
出

て
く

る
と
い
う
こ
と

で
す

か
？
・

㈱

保

坂
　

そ

う

。
そ

う

い
う

練

習

を

す

る
の

が

大

事

。
敵

よ

り

一

歩

早

く
ボ
ー
ル
に
寄

る
と

か
。

・

谷

本
　

な

か

な

か
集

中

力

が
も

た

な

ん
い
で
す

が
、
ど
う

し

た
ら

い
い
の

か
を

お
教

え

願

え

る
と

あ

り

が
た
い
の
で

す

が
。

・

保

坂
　

人

間

の

集

中

力

が
持
つ
の
は

、
２

時

間

が

い
い
と
こ
ろ

。
だ

か
ら

試

合

で

も

練

習

で

も

、
自

分

で

頭

を
休

め

た
り

す

る
の
は

大

事

。
相

手

に
意

識

を

変

え

る
と

か
、
集

中

力

の
も
っ
て
行

き

方

も

練

習

で

作

り
上

げ
て
み
た
ら
？

・

谷

本
　

切

り
替

え

で
す

ね
。

・

保

坂
　

そ

れ
は
チ
ー
ム
も

一

緒

。
こ
こ
と

い
う

時

に
、

全

員

が

集

中

で

き

る
よ

う
に
す

る
の

が
大

事

。

攻

守

の

切

り

替

え

が

大

事

っ
て

い
う

で
し

よ
？
　

取

ら
れ

た
人

間

が
、
す

ぐ
に
カ
バ
ー
に
行

く

け
ど

、
チ
ー

ム
全

体

が
浮

足

立

つ
必

要

は
な
い
。

相

手

に
持

た
せ

て

も

、

攻

め

さ
せ

な
い
よ

う

に
し

て

、

チ
ー

ム
全

体

を

立

て

直

し
て

い
け

ば
あ

わ
て

る
必

要

は

な
い
。

押

さ
れ
て

る
か
ら
ボ
ー
ル
取

っ
た

ら
す

ぐ

攻

撃

し

ろ

、

な

ん
て

言
っ
て
カ
ウ
ン
タ
ー
食

ら
っ
た
ら
元

も

子

も

な
い
。

フ
ィ
ー
ル
ド

に
い
る
人

が
し
っ
か
り

考

え
て

プ
レ
ー
で

き

る
よ

う
に
し
な
い
と

。

・

久

慈
　

み
ん

な

で

話

し

合

っ
て

決

め

た
っ
て
い
う

話

が
あ

り
ま

し

た

が
、
一

生

の

友

情

に
な
り

ま

し
た

か
。

・

保

坂
　

う

ん
。
そ
の
友

情
っ
ち

ゅ
う

も
の
は

深
い
も

の
が
あ
る

よ
。

・

小

林
　

こ

れ
か
ら

イ
ン
タ
ー
（

イ
も

控

え
て
い
て

、

部

活

も
や
っ
て
い
く

ん
で
す

が

、
成

功

す

る
た

め

。
結

果

を
残

す
こ
と
で

必

要

な
こ
と
っ
て
い
う
の

は
な
ん
で

す

か
？
・

乖

保

坂
　

結

果

は

後

か

ら
つ
い
て

く

る

も
の
っ
ち
ゅ

う
人

が
い
る
け
ど

、
ま

さ
に
そ
の
通

り

。
結

果

を
残

す

た

め
に
、
と
い
う
よ
り

、
結

果

に
こ
だ

わ
ら

な
い
こ
と
で

結

果

が
つ
い
て

く
る
こ
と

が
あ
る

。
サ
ッ
カ
ー
で
遊

ん
で

ご
ら

ん
。
そ

う
し

た
ら

見

え

て

く
る

も
の

が
あ
る

。
自

分

で

練

習

や

る

前

に

、
リ

フ
テ
ィ
ン
グ

で

も

な

ん
で

も

、
遊

び

を
や
る

と

か
。
そ

う

す

る

と

、
ど

う

す

れ

ば

結

果

が
出

せ
る
か
、
見

え
て

く
る

。
結

果

に
こ
だ

わ
り

す

ぎ
て

も
ダ

メ
。
結

果

を

無

視

し

て

も
だ

め
。
い
ろ

ん

な

情

報

が
入

っ
て

き
て

、
自

分

を
見

失

う
こ
と

も

あ

る

。
そ

う
い
う
時

は
何

も

考

え

な
い
。
僕

が
寝

る

時

、

も

う
一
人

の

保

坂

司

が
そ

こ
に
い
る

。
そ

の

も

う
一
人

と

対

話

す

る
ん
で
す

‘。

普

通

の

人

は

ち
ょ
っ
と

お
か
し

い
と
か

、
そ

ん
な
こ

と
で

き

な

い
と

か
い
う

け

ど

、
で

き

る
ん

だ
よ

。
そ

の

相

手

と

対

話

し

て

、
ミ
ス
を

指

摘

さ

れ
る

と

、
今

日

そ
れ

を
や
っ
て
み
よ

う

、
と
い
う
こ
と

に
な
る

。
自

分

で

自

分

を
鍛

え

た
。

最

後

に
グ
ラ
マ
ー
さ
ん
が
言
っ
た

言

葉

。
美

し
い
サ
ッ

カ
ー

を
し

ま

し

ょ
う

。
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
に

徹

し

ま

し
ょ

う

。

何

で

も
か
ん
で

も

、

相

手

を

蹴
っ
飛

ば
し

て
も

勝
つ
と
い
う

の
で

は
な

く
、

フ
ェ
ア
プ
レ
ー
に
徹

し
て
ほ

し

い
。

・

内

藤

先

生
　

甲

府

ク
ラ
ブ
で

お
世

話

に
な
っ
て

、

ま

あ
、
兄

が

Ｉ
高

な

ん
で

す

が
、
そ
こ
に
諸

先

輩

、
司

先

輩
で

あ
っ
た
り

、
浅

井

さ
ん
で
あ
っ
た
り

、
一

高

出

身

の

皆

さ
ん
ば
か
り
で

…

。
鶴

城

ク
ラ

ブ
が
（
甲

府

ク

ラ

ブ
の

）
前

身

で

あ

る
こ

と

を

実

感

し

ま

す

よ

ね

。

サ
ッ
カ

ー
を
起

点

に
、
高

校

ス
ポ
ー
ツ
の

原

点

が
、
こ
こ

（
甲

府

一

高

）
か
ら

始

ま
っ
て
い
る

。
美

し
い
、
フ
ェ
ア
な

精

神
っ
て
い
う

も
の

を
し
っ
か
り
と

身

に
着

け
て
こ
そ

大

事

な

も
の

を

守
っ
て
い
け
る

。
そ

う
い
う
こ
と

を

改

め
て
感

じ
て

、
こ
れ
か
ら
（
の

指

導

に
）
確

信

と
い
う
か

光

が
差

し
て

き

た

気

が
し

ま

す

。
力

強

く

、
生

徒

と

一

緒
に
頑

張
っ
て
い
き

た
い
と

思

い
ま

す

。

・

保

坂
　

試

合

に
負

け
て

も
「

一

高

の

試

合

は

美

し
い
ぞ
、
フ
ェ
ア
だ

ぞ
。
」
と
い
う

評

価

を

得

ら
れ

れ
ば
、

こ
れ
は

勝

ち

な

ん
で
す

。
試

合

の

勝

ち

負

け
は
瞬

間

的

な
も
の

だ
け

ど
、
そ
う

し

た
評

価

は
ず
っ
と

続

い
て

い
く

。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や

オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出

る
の

も

サ
ッ
カ

ー
、
出

な
い
の

も

サ
ッ
カ
ー

。
素

晴

ら

し
い
サ
ッ

カ

ー
が
で

き
る
よ

、
と

い
う

自

信

を
持
っ
て
や
っ
て
い
く

こ
と

が
大

事

。
Ｉ

回

戦

で

負

け
て

シ
ュ
ン
と

し

ち

や
だ

め

。
美

し
い
サ
ッ
カ

ー
が
で

き

れ
ば
胸

を

張

れ

る
。
ド
イ

ツ
の

デ
ュ
ル
ス
ブ
ル
グ

キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た

と

き

、
州

立

の

サ
ッ
カ

ー
の
フ
ィ
ー
ル
ド

が
４

面

も
５

面

も

あ
っ
た

り

で

、
あ
ら

ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
が
集

ま
っ
て
い
る
施

設

を
見

せ

ら

れ

た

。
そ

れ
を

日

本

に
作

ろ
う

、
と

や
っ
た
の

が
長

沼

健

さ
ん

、
杉

山
（
隆

二

、
釜

本
（

邦

茂

）
、
川

淵

三

郎

）
と

、
皆

で

プ
ロ
チ

ー
ム
を
作

ろ

う

と

声

を

上

げ

た
の
が
発

端

だ
っ
た

。
サ
ッ
カ

ー
を

通

じ
て

友

情

を

育

ん
で

、
人

生

を

磨

い
て
い
く

、
人

間

を

磨

い
て
い
く

と

い
う
こ
と

が
で

き

る
。
サ
ッ
カ
ー
を

通

じ
て

、
大

き

な

財

産

を

得

ら

れ
る
と

い
う
こ
と

を

、
後

輩

に
つ
な
げ
て

い
っ
て

ほ
し
い
。

９


